





























































































































































































































































































































































































































































































































































































ると、No. 7 ～ 10のようにエビ刺網漁と少数
の漁法を組み合わせている経営体がある一方、





No. 14 ～ 17は、それらに加えて冬季のフグ
延 縄 漁 や ナ マ コ 漁 な ど も 並 行 的 に 営 み、
No. 15以降は民宿業も営んでいる。
　全体的にみると、フグ延縄漁などを営まな



























































1 2 ● サッパ 50F





3 2 ▲ □ ■ 60M





5 4 ▲ ●▼ フネド（夫婦） 60M
6 5 ●▲ ▲＊ ▲ □ ▲鰹船乗組員（串本）
カチド、
釣はムツ 70F
7 5 ■ ▲遊漁船、釣堀経営 40M
8 2 ■ ■ 30M
9 1 ▲ ■ ▲遊漁船経営 40M
10 2 ■ ▲ 70M
11 1 ■ ■ ▲ その他漁業はウナギ 70M
12 4 ●▲▼ ■ ■ ●自給農業 フネド（親子） 70F
13 ? ▲ ■ ■ ▲遊漁船経営 30M
























注 1： 「旧番組」とあるのは、2009 年 4 月の番組再編以前の番組名を記したためである。
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